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1． 病院管理に関する本邦研修

チーフアドバイザー 小原 博

2019年11月24日から12月1日の日程で、国立国際医療研究セン
ター（NCGM、東京都新宿区）にて病院管理をテーマとしたカウンター
パート訪日研修が実施されました。チョーライ病院管理部門（総合計
画部、財務部、研修部、IT部、看護部）の部長5名が参加し、チーフア
ドバイザーが同行しました。
日本の病院における病院管理（電子カルテ・病院情報システムの
概要、クリニカルパスの電子カルテ上での運用、人材育成、組織体
制など）を学ぶことにより、チョーライ病院及びチョーライ日越友好病
院における病院管理能力向上に役立てることが本研修の目的です。
特に電子カルテに重点を置きました。
ベトナム保健省からの通達により、2023年までに一等レベル以上
の病院（チョーライ病院は特等）に電子カルテを導入し、2030年まで
にすべての医療施設で導入を完了ことが定められました。チョーライ
病院は通達に従って導入のコンセプト作りを始めようとしているところ
です。しかし、電子カルテについて理解している職員は少なく、電子カ
ルテの概略を知ることは喫緊の課題となっています。
本研修はNCGMの実例と経験を豊富に取り入れた講義のほか、電
子カルテ使用状況や管理状況の見学、病院外来や研修スキルラボ
の見学が行われました。参加者から多くの質問が出ました。
研修修了後の報告会・評価会では「研修内容はチョーライ病院の
ニーズに即していた。」「電子カルテ運用法について明確になった。」
「研修マネジメントについて学んだ」など、参加者から満足度が高い
意見が出ました。

写真の説明

電子カルテを導入し適切に使用することは、プロジェクト目標
である「質の高い医療サービスの提供」や病院管理能力強化
につながります。また、本プロジェクトで開発中のクリニカルパ
スは電子カルテと組み合わせることにより、一層大きな効果を
発揮します。今後、本研修で学んだことを参考に、チョーライ病
院とチョーライ日越友好病院における電子カルテ導入計画を
作成することを期待します。

電子カルテによるクリニカルパス運用
に関する講義

病棟における電子カルテ運用の見学

閉講式
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２． カマウ省病院、バクリウ省ザーライ郡病院訪問

３．久恒順三短期専門家による次世代シークエンサーの解析トレーニングの実施

本プロジェクトでは、チョーライ病院の能力向上によって得られた医療の恩恵をベトナム南部に
波及させることを重視しています。2018～2019年にチョーライ病院において、南部24省の医師・看
護師らを招いてセミナーを3回実施しました（DOHAセミナー:テーマは医療安全、院内感染対策、
患者安全搬送）。2019年11月19日～20日に、DOHA セミナーの評価を目的として、南部メコンデ
ルタ地域にあるカマウ省総合病院とバクリウ省ザーライ郡病院を、小原チーフアドバイザーと小菅
調整員、チョーライ病院のNguyen Minh Tuan透析部長、Nguyen Tran Duc看護師長で訪問しまし
た。訪問先の病院では、その後の技術移転活動や有効性について、準備された資料に基づく報
告を受けました。「研修の内容は有益であり、病院運営能力の向上に役立っている」との報告が
あり、プロジェクト活動のフォローアップにつながる有意義な意見交換を行うことができました。

（左） 訪問先医師、スタッフとのミーティングと意見交換。バクリウ省ザーライ郡病院ズン院長
（右） カマウ省総合病院におけるDOHA研修評価会。ドン医師による報告が行われた。

シークエンサー結果の解析についての講義

久恒（ひさつね）順三短期専門家（国立感染症研究
所薬剤耐性研究センター）が11月17日～21日に来訪し、
プロジェクト成果『2-4多剤耐性菌に対する遺伝子検査
体制の整備』の一環としてトレーニングを実施しました。
同専門家の派遣は2回目ですが、8月の訪日研修でも指
導を受けており、チョーライ病院微生物科の医師および
技師（3名）には3回目の指導となります。今回はこれま
での指導をもとに微生物科が実施した次世代遺伝子検
査機器（iSeq® illumina社）から得た結果の解析に関する
講義を行いました。次世代シークエンサーの使用によっ
て、より適切な抗菌薬の選択や多剤耐性菌の拡がりの
確認が可能となり、一歩踏み込んだ対策が可能になる
ことが期待されます。

４．黒須長期専門家の帰任

このたび12月30日に2年9ヶ月の任期を終え、帰任することとなりま
した。 2017年4月1日に気温7℃の東京を発ち、38℃のホーチミン市
へ到着したのが昨日のように感じます。私にとって初めての長期海
外赴任で不安も多かったのですが、チョーライ病院の皆様の暖かい
対応ですぐに馴染むことができました。私は主に院内感染管理が担
当でしたが、感染制御部をはじめ、職員の皆様の努力により、約3年
間で感染率は減少し、病院内の環境も改善されました。感染管理の
良いところは成果が形となって見えることです。日々の業務と並行す
るのは大変ですが、対策を継続して良い環境作りを目指しましょう。
また、お会いしましょう！Cảm ơn nhiều !

院内感染対策/看護管理 黒須 一見

院内感染対策/看護管理 黒須一見
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